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協
議
員
会
は
今 

 

４
～
６
月
の
協
議
員
会
で
の
報

告
・
検
討
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

自
立(

律)

の
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
の
取
組
内
容
と
予
算

に
つ
い
て 

・
広
報
誌
「
辻
川
だ
よ
り
」
作
成 

・
自
主
防
災
訓
練
と
防
災
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
更
新
作
成 

・
辻
川
山 

ふ
れ
あ
い
里
山
事
業 

② 

法
人
化
に
向
け
て 

 

新
規
約
案
に
つ
い
て
検
討 

③ 

山
口
堂 

鈴
の
森
神
社
ご
本
尊 

『
大
日
如
来
像
』
修
復
に
つ
い
て 

④ 

危
険
樹
木
伐
採
完
了 

鈴
の
森
神
社
境
内 

及
び 

辻
川
山
西
斜
面 

⑤ 

溝
普
請
の
分
担 

⑥ 

民
俗
学
の
夕
べ
の
内
容
と
分

担 
⑦ 
福
崎
町
ま
ち
づ
く
り
課
か
ら 

福
崎
駅
田
原
線
都
市
計
画
決
定 

見
直
し
検
討
に
つ
い
て 

⑧ 

登
記
所
跡
「
防
災
倉
庫
」
片
付

け
に
つ
い
て 

 
 
 

       

当
面
の
予
定 

 

７
／
１
９(

金) 

午
後
７
時
～ 

人
権
・
青
少
年
健
全
育
成
自
治
会

研
修
会 

７
／
２
８(

日) 

灯
籠
飾
り 

 
 

 
 

 
 

 

８
／
３
ま
で 

８
／
３(

土) 

民
俗
学
の
夕
べ 

午
後
５
時 

夜
店
開
店 

（
６
団
体
予
定
） 

午
後
６
時 

開
会 

 
 

午
後
９
時
頃 

閉
会
予
定 

８
／
４(

日) 

町
内
一
斉
ク
リ
ー
ン 

作
戦 

 

８
月
中
旬 

自
治
会
対
抗
親
善 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

９
月
中
旬 

 

隣
保
長
各
種
団
体 

会
議 

 

祭
礼
行
事
の
お
知
ら
せ 

◇
７
月
７
日(

日) 

夏
え
び
す 

 

１
０
時
に
神
主
様
お
祓(

は
ら)

い
。 

 

一
戸
あ
た
り
賽
銭(

さ
い
せ
ん)

２
０
０
円
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。 

◇
７
月
１
４
日(

日) 

夏
ま
つ
り 

 

１
０
時
に
神
主
様
お
祓
い
。
井
ノ

口
と
一
緒
に
神
事
を
執
り
行
い

ま
す
。 

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数

お
詣
り
下
さ
い
。 

［
十
九
隣
保 

瀧
井
］ 

事
業
報
告 

◆
４
月
６
日
（
土
） 

隣
保
長
・
各
種
団
体
役
員
会
議 

①
今
年
度
の
「
自
立
の
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
事
業
」
に
つ
い
て 

② 

各
種
団
体
新
役
員
紹
介 

③ 

溝
普
請
の
予
定
説
明 

④ 

辻
川
山
公
園
周
辺
の
清
掃 

⑤ 

広
報
誌
「
辻
川
だ
よ
り
」 

第
４
９
号
発
行 

 ◆
５
月
９
日
（
土
） 

山
口
堂 

鈴
の
森
神
社
ご
本
尊 

『
大
日
如
来
像
』
修
復
完
了 

 

鈴
の
森
神
社
境
内
か
ら
歴
史
民

俗
資
料
館
に
向
か
う
参
道
に
山
口

堂
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
山
口
堂
に
安

置
さ
れ
て
い
る
鈴
の
森
神
社
ご
本

尊 

「
大
日
如
来
像
」
の
傷
み
が
ひ

ど
く
、
昨
秋
よ
り
修
復
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
度
、
美
し
い
お

姿
に
戻
り
、
お
性
根
入
れ
（
魂
入
れ
）

も
終
え
て
、
再
び
安
置
さ
れ
ま
し
た
。 

          

 

第５０号［2019夏号］  令和 元年７月６日発行 

「
夏
本
番
を
迎
え
て
・
・
・
」 

区
長 

鈴 

木 

健 

文 

  

「
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
文
化
が

生
ま
れ
育
つ
」
新
元
号
「
令
和
」
と
な
っ
て
早 

二

ヶ
月
が
過
ぎ
、
年
４
回
発
行
の
広
報
誌
「
辻
川
だ

よ
り
」
も
５
０
号
と
な
り
ま
し
た
。
防
災
訓
練
や

各
種
伝
統
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
を
掲
載
し
地

域
行
事
へ
の
参
加
の
呼
び
か
け
や
、
ふ
れ
あ
い
・

連
帯
感
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後

も
、
更
に
魅
力
あ
る
楽
し
い
広
報
誌
を
目
指
し
発

行
継
続
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
意

見
、
ご
提
案
、
情
報
の
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
さ
て
、
近
年
各
地
で
記
録
的
な
気
温
を
更
新

し
て
い
る
夏
本
番
を
迎
え
ま
し
た
が
、
本
年
も
各

種
行
事
を
予
定
し
て
お
り
、
隣
保
長
、
各
種
団
体

及
び
区
民
の
皆
様
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

す
が
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
多
く
の
方

の
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

① 

人
権
学
習
・
青
少
年
健
全
育
成
研
修
会 

② 

「
民
俗
学
の
夕
べ
」
吊
り
灯
籠
設
置 

③ 

「
民
俗
学
の
夕
べ
」
会
場
・
夜
店
設
営
運
営 

④ 

町
内
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦 

⑤ 

辻
川
山
公
園
清
掃 

こ
ま
め
な
水
分
補
給
、
十
分
な
睡
眠
、
食
事
を
と

り
無
理
を
し
な
い
万
全
な
「
熱
中
症
対
策
」
を
た

て
元
気
に
こ
の
夏
を
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。 

辻川界隈に新妖怪が登場 

山口堂 

 

鈴の森神社ご本尊 大日如来像 

 

 協議員による花壇の手入れ 

山口堂の内部 

 

 どこに現れたかわかりますか 

３月に葉ボタンからパンジーに 

http://www10.plala/


◆
４
月
６
日(

土) 

辻
川
界
隈
展 

民
俗
辻
広
場
ま
つ
り
に
併
せ
て

「
辻
川
界
隈
ま
る
ご
と
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
受
付

で 

１
５
９
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

内
１
２
９
名
が
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は
「
旧
辻
川
郵

便
局
」
が
追
加
に
な
り
全
部
で
９
ヶ

所
と
な
り
ま
し
た
。
昔
懐
か
し
い
遊

び
コ
ー
ナ
ー
（
缶
け
り
、
パ
ッ
チ
ン
、

輪
投
げ
）
の
あ
る
ポ
イ
ン
ト
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
鈴
の
森
神
社
に
は
、

火
起
こ
し
体
験
が
で
き
る
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
、
多
く
の
方
が
火
起
こ
し 

                   

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
火
打
ち

金
に
火
打
ち
石
（
チ
ャ
ー
ト
）
を
打

合
せ
て
出
る
火
花
を
火
口(

ほ
く
ち)

に
点
火
さ
せ
る
方
法
で
、
火
打
ち
石

と
し
て
使
用
し
た
非
常
に
堅
い
岩

石
の
チ
ャ
ー
ト
は
、
辻
川
山
の
西
の

古
宮
か
ら
出
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。 

今
回
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
あ

わ
せ
て
、
青
年
団
が
、
屋
台
蔵
前
で

高
欄
掛
け
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し

た
。
綺
麗
に
お
色
直
し
復
元
さ
れ
た

旧
辻
川
郵
便
局
と
と
も
に
辻
川
界

隈
を
め
ぐ
る
方
々
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

                   

◆
辻
川
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー 

仮
設
観
光
案
内
所
と
し
て
、
今
春

か
ら
土
日
と
祝
日
に
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
７
月
か 

ら
内
装
工
事
の
た 

め
、
し
ば
ら
く
閉 

館
と
な
り
ま
す
が
、 

１
０
月
に
は
完
成 

し
、
竣
工
式
も
予 

定
さ
れ
て
い
る
よ 

う
で
す
。 

                      

◆
５
月
１
９
日
（
日
）
溝
普
請 

「
田
植
え
」
前
に
、
区
民
総
出
で

溝
普
請
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
朝
か
ら

夏
を
感
じ
さ
せ
る
暑
さ
の
中
で
し

た
が
、
街
が
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

協
議
員
と
有
志
に
よ
る
雲
津
川

清
掃
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

      

◆
５
月
２
５
日
（
土
） 

辻
川
山
公
園
周
辺
の
清
掃 

 

今
回
は
１
ブ
ロ
ッ
ク
を
中
心
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
次
回
は
、
７
月
２

７
日
に
２
ブ
ロ
ッ
ク
中 

心
で
実
施
予
定
を
し
て 

い
ま
す
。
ご
協
力
を
よ 

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

           

 

   

                 

編
集
後
記 

 

記
録
的
に
遅
い
梅
雨
入
り
と
と

も
に
、
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

福
崎
町
も
気
温
の
高
い
地
点
と
し

て
、
時
々
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
が
、

各
地
で
異
常
気
象
が
続
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
も
温
暖
化
が
影
響
し
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
そ
の
一
因
で
あ
る

環
境
問
題
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ

ミ
対
策
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。
レ
ジ

袋
削
減
等
、
私
た
ち
の
手
に
合
う
こ

と
も
あ
り
そ
う
で
す
。 

［
吉
田
］ 

田
原
子
供
会
球
技
大
会 

[

５
／
１
８] 

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
女
子
）
優 

勝 

 

第
１
試
合 

２ 

― 

１ 

対 

中
島     

  

第
２
試
合 

２ 

― 

０ 

対 

長
目 

八
反
田 

準
決
勝 

 

２ 

― 

１ 

対 

井
ノ
口 

北
野 

決 

勝   

２ 

― 

０ 

対 

田
尻 

優
勝
し
た
女
子 

は
、
福
崎
町
大
会 

(

６
／
２
２)

に
進
出 

し
ま
し
た
。
１
回 

戦
で
井
ノ
口
北
野 

に
０
―
２
で
残
念
な 

が
ら
敗
れ
ま
し
た
。 

▼
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
男
子
） 

第
１
試
合 

１ 

― 

６ 

対 

大
門 

男
子
は
本
大
会
で
は
、
力
を
出
し
切
れ

ず
に
、
１
回
戦
で
敗
れ
ま
し
た
が
、
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
主
宰
の
神
飾
ド
リ
ー
ム
杯
で

は
、
優
勝
し
ま
し
た
。
男
女
と
も
に
よ
く

が
ん
ば
り
ま
し
た
。
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
に

も
感
謝
で
す
。 

協
議
員
選
挙
の
あ
り
方
を
考
え
る 

⑧ 歴史民俗資料館 

 

⑨ 柳田圀男生家 

 

② 大庄屋 三木家 

① 俗

資

料

館 

 

⑦ 鈴の森神社 

③ 元鈴の露酒造、元ますや旅館 

④ 高藤稲荷神社 ⑥ 有井堂 

⑤ 地蔵堂 

⑨ 鈴の森神社 

① 旧辻川郵便局 

 屋台蔵 

スタンプラリー受付 

町
消
防
団
消
防
操
法
大
会 

[

５
／
１
２] 

第
４
９
回
福
崎
町
消
防
団
消
防
操
法

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
辻
川
分
団
は

小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
で
、
夜
間
訓
練
を

重
ね
て
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
上
位
は
接

戦
と
な
り
、
３
１
分
団
中
、
１
１
位
で
し

た
。
残
念
な
が
ら
上
位
入
賞
と
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
健
闘
を
讃
え
る
と
と
も

に
、
日
頃
の
地
域
防
災
活
動
に
対
し
て
も

感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

優勝 おめでとう 


